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第５７期  事 業 報 告 書 

 
概 況 

２０２２年度の世界経済については、ワクチンの普及による重症化率の抑制などを背景

に、総じてコロナ危機による落ち込みから回復する一方で、２０２２年２月に始まったロ

シアのウクライナ侵攻が長期化しており、食糧や資源価格が高騰し、歴史的な高インフ

レが発生した。このため、欧米など多くの国・地域では厳しい金融引き締めを余儀なく

された。 

一方、中国ではコロナ対策としての厳しいロックダウン（都市封鎖）が同国の経済活

動を大幅に抑制しただけでなく、グローバルサプライチェーンの混乱ももたらしたが、

年度後半からゼロコロナ政策の解除、および経済成長重視の政策運営への転換が総じて

需要と供給の両面で回復が進んだ。 

日本経済については、新型コロナの新規感染者数が一進一退を繰り返すなか、ワクチ

ン接種は着実に進み、政府の活動制限の緩和が本格的に着手された。こうした状況を背

景にコロナ禍で抑制、先送りされた需要が国内需要を押し上げる動きがみられた。 

一方、原油、原材料の高騰に加え、年半ばから急速に進んだ円安により、海外への所

得流出、国内のさらなるインフレが進み、景気回復は鈍化傾向にある。今後、高インフ

レに伴う賃上げや原材料価格の高騰による企業収益の悪化が懸念されるものの、人手不

足を背景とする賃金上昇、デジタル化・脱炭素化など中長期視点での投資が拡大するこ

とやゼロコロナ政策解除に伴う中国経済の持ち直し、さらにはインバウンド消費の回復

が成長率を押し上げることが期待される。 

 

このような中、２０２２年度の国内の登録車及び軽自動車の新車の総販売台数は、前年

度比４.０％増の４,３８５,６４９台となり、４年ぶりのプラスとなった。このうち、登録車

は２,６９２,９６０台、同１．２％増、軽自動車は１,６９２,６８９台、同８.９％増と共に前年度を

上回った。 

一方、２０２２年度の中古車登録台数は、登録車が前年度比４.７％減の３,４７５,２３２台、

軽自動車が同３.５％減の２,８１７,９６１台で共に前年度マイナスとなった。合計では、同 

４.２％減の６,２９３,１９３台となっている。 

 

このような状況の下、当協会としては、自動車販売業界における中古車部門の重要性

が高まる中、消費者に信頼される中古車査定制度の普及・浸透を主目的に諸事業を展開

した。 

販売店で利用されている中古自動車査定基準については、環境の変化に対応し適宜見
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直しを行っており、その結果について周知徹底に努めているところである。 

査定制度の充実、普及のためには、販売店における中古自動車査定士の資格取得者の

増加を図ることが重要であることから、毎年２回の中古自動車査定士技能検定試験を実

施している。今年度についても、６月、１２月に実施した。申請者数は１２,６３６名、前年

比９１.９％と減少した。登録査定士は２０２２年度末現在１３３,２８８名となり、前年と比べ

３０８名減少した。 

 

販売店、信販会社等からの依頼により当協会職員が行う査定については、３０,３６４台

で前年比１０１．０％と微増した。また、消費者・ユーザーから依頼され、修復歴の有無に

ついて確認する車両状態確認証明事業は、３,６７３台で前年比７８.５％と減少した。 

 

オークション出品車両の事前検査事業の検査台数は３３，６８８台で、前年同期比   

９０．２％と減少した。 

また、商品中古車の確認証明申請台数は１８０,２４０台で、前年比 1０３．５％と増加した。 

 

中古車輸出検査事業については、モーリシャス、バングラデシュなどを中心に、   

２，５００台で､前年比１４１．０％となった。当事業は、仕向け国内の政治的事由に大きく影

響を受け輸出台数が極端に増減を繰り返しているが、今年度は、新型コロナウイルスの

感染が落ち着きを見せ検査台数が増加した。 

このような中、協会の主要業務に成長した車両状態証明事業（V-CON）ではあるが、

２０２２年度は、検査台数が１２６，９８５台で､前年比９４．４％と減少した。 

 
査定総合支援システム「カーチェックス」については、自動車乗用メーカーの内７社

がほぼ全国で導入展開しており、自社の基幹システムとも６社が連動を果たしている。

各社にとって日常業務に必要不可欠のシステムとなっているが、さらなる利便性向上の

ため、各メーカー独自の販売支援システム、オートオークション、大手中古車検索サイ

トとの連携及び改修を随時行い、また時代に合わせた仕様展開を提案している。 
また、当協会が運営する流通価格情報（オートオークション、小売）検索サイトであ

る「e-JAN」については拡販のため、新規ＡＡ会場の獲得等、随時行っているが、単に

「価格検索」のみならず利用者の利便性のために新機能追加等を図った。 

当協会が発行する中古車グレード判断に関連する参考書としての査定ガイド、価格情

報誌であるイエローブック、シルバーブック等の各種ガイドブックは、自動車販売関連

企業の統廃合、社員の減少、経費の節減、査定システムの普及等から販売環境は厳しく、

販売部数は減少しているが、参考資料として引き続き高い評価を得ている。また、査定
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ガイドの電子メディア「JAAI-Net」を通じて我が国で販売されている全ての自動車に関

する型式・装備内容等の情報を提供しているが、２０２２年度においても、迅速な情報の

提供と内容の充実及び利用者の利便性向上に努めた。 

２０２２年度の当協会事業については、厳しい経済環境等の中であったが、各種事業を

積極的に推進し、事業の合理化、経費節減等に努めたこともあり、非収益事業及び収益

事業共に黒字の決算となった。 
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主 要 事 業 内 容 

 

１．査定制度の普及、定着を目指す事業の推進 

(1) 中古自動車査定士技能検定試験の年２回実施 

自動車市場の成熟化とともに自動車業界における査定制度の重要性がますます高

まる中、当協会では技能検定試験受験申請者の受験機会拡大の観点から、１９９６年

度以降、技能検定試験を毎年２回実施し、申請者の利便性向上に努めてきた。 

今年度においても６月に前期、１２月に後期と年２回の技能検定試験を実施し、

さらに、小型車試験を午前、午後に分割して受験者の感染防止対策を行った。 

また、従来の検定講習のスタイルである対面講習を一部 e ラーニングに切り替え

ることで、研修会場における新型コロナウイルスの感染を防ぐ対応を行った。 

 

前期並びに後期の技能検定結果は、下表の通りであった。 

 小型車 大型車 
合計 前年 対前年比 

前期 後期 計 前期のみ 

申請者数 4,950 名 7,536 名 12,486 名 150 名 12,636 名 13,757 名  91.9％ 

(内学生) ( 1,157) ( 1,372) ( 2,529) (―) ( 2,529) ( 2,747) 92.1％ 

受験者数  4,700  6,990 11,690 145 11,835 13,097 90.4％ 

(内学生) ( 1,094) ( 1,258) ( 2,352) (―) ( 2,352) ( 2,579) 91.2％ 

合格者数  3,472  5,322  8,794 141  8,935 10,268 87.0％ 

(内学生) (  793) (  955) ( 1,748) (―) ( 1,748) ( 2,091) 83.6％ 

合格率  73.9％  76.1％  75.2％ 97.2％ ― ― ― 

 

今年度の受験申請者総数は１２，６３６名となり、前年の１３，７５７名を１，１２１名下

回った。 

小型車の通年合格率は７５．２％となり、昨年の７８．２％を３％下回る結果となった。

２０２２年度末現在の登録査定士は１３３，２８８名で前年度から３０８名減少した。 

また、査定業務実施店数は７，８２０社で前年度から１６社増加した。 

 

(2) 中古車市場に対応した査定基準の見直し及び円滑な定着・促進 

中古自動車査定基準細則にある中古車としての価格差（A 点）について、実情と

乖離があるとのことから新車価格の９０％から９３％以内に変更し、特別なものにあ

っては９５％を上限とすることとした。小型車加減点基準では、「みなし修理費」に

ついて、前年、外部機関を通じて一般中古車市場との乖離がないか検証を行った結

果を基準に反映し、２０２２年度より使用することとした。大型車加減点基準は、以 
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前より検討を続けていたものを最終的に纏め、変更し２０２２年度より使用すること

とした。また、査定業務規程、約款についても見直しを行い２０２２年度より改正し

たものを使用することとした。 

 

(3) 適正査定のための査定士に対する研修および講習の充実 

中古自動車査定士証の有効期間は３年と定められており、査定士証更新のための

研修受講は資格登録を維持する条件となっている。義務付け研修会（対面方式）は、

今年度は全国各支所で１１１回実施され、e ラーニングを含む３３,６６６名が受講した。

この中には実車を用いての研修会が３２回含まれており、２９５名が受講した。さら

に、「修復歴の判断基準」の教材を使用して、査定士証更新時の義務付け研修と併せ

て｢特別講習｣を実施した。 

義務付け研修会以外に各支所単位では、支所が主催する研修会や販売店からの依

頼による任意研修会を実施しており、その回数及び受講者は９２８回、８,６７４名と

なっている。最近では、基本的な「車両の点検手順」あるいは「車両状態の表記方

法」についての研修に加えて、「修復歴車の確実な判断力の習得」のニーズが増加し

ており、開催した研修会のうち７６７回が実車を用いた研修となっている。 

 

(4) 自動車メーカーが実施する査定士技能向上活動等への積極的協力 

本田技研工業(株)では、社内に展開する査定力向上のための学科試験について問

技能検定申請者推移 
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題の監修を行い、販売店査定士の技能維持向上に協力した。 

スズキ(株)では、「スズキ机上査定試験」において、問題の作成及び採点について

協力を行った。この試験には、全国で７８社、５，４４４名が受験した。さらにスズキ

(株)では「スズキ認定査定士技能検定」を実施していることから、当協会では受験

者の教育、試験車両の解答作成及び試験監督、業務監査の協力を行った。また、ト

ヨタ自動車(株)、日産自動車(株)では、販売店検査員が発行した「品質評価書」の

監査業務について協力を行った。 

 

(5) 一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会への研修協力 

２０１１年度より実施されている「中古自動車販売士制度」において、修復歴車を

含めた車両品質評価の研修依頼があり、今年度においては、全国で４７０名に研修を

行った。 

 

(6) 査定士のための各種研修用教材の開発 

今年度は、２０２１年末に視聴覚教材（DVD）用として撮影した事故車修理画像の

編集作業を実施した。視聴覚教材（DVD）は、２０２３年６月にリリースすることと

した。 

 

(7) 一般消費者への査定制度ＰＲ 

当協会の業務内容については、ホームページの充実を図り広報する他、一般消費

者に広く査定協会を広報するためＰＲに努めた。 

 

 

２．中古車関連情報の適切迅速な提供 

(1) 中古車価格情報内容の充実 

２０２２年度は、前年度に引き続き半導体不足等による部品供給の滞りにより各自

動車メーカーで生産調整が行われた。下半期から改善されてきたものの、新車の長

納期化のため、中古車流通量も少なく、中古車市場の価格高騰が続いた。こうした

市場実態の把握が難しい局面が続いている状況の中、ガイドブック作成にあたり各

自動車メーカー及び販売会社と情報交換を行い、さらに「中古車販売実績」「市場実

態調査」「オークション情報」等幅広い情報を積極的に取り入れ、掲載価格が市場実

勢と乖離することがないよう努め、マーケットの状況を迅速にガイドブックの価格

設定に反映した。 
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(2) 中古車ガイドブックの発行方法について 

販売店の統廃合、価格情報誌の増加やインターネット、査定システムの普及など

により、当協会が発行する中古車価格ガイドブックの販売部数の減少傾向が続いて

いる。物価高騰により紙代などの原価も高騰したことから、小型トラックの掲載を

紙媒体からＣＤ版へ移行し、制作コストの削減を行った。また、小型トラックの移

行に伴い、より利便性の高い JAAI-Net の「Web Silver」「Web Yellow」について

ＰＲを行った。拡販策としては、中古車ガイドブック、「シルバーブック」と「イエ

ローブック」を新規査定業務実施店に３ヵ月間無償配布した。 

 

(3) カーチェックスの活用及び普及 

査定総合支援システム「カーチェックス」は、リリースして１２年目を迎えるが

現在、自動車乗用メーカー７社がメーカー主導でほぼ全国の販売店で導入し、その

内６社が基幹システム連動を果たしている。今年度も販売店や自動車メーカーの意

見をシステムに反映しアップグレードに努め導入販売店は増加した。また、「カーチ

ェックス」を軸とした自動車メーカーのシステム構築にも積極的に提案し、協力を

行った。今後も現場の意見を聞きながら使用者の利便性を向上させるために開発を

続けていく。 

 

(4) 流通価格検索サイトについて 

当協会が運営する流通価格検索サイト「e-JAN」は事業を開始して６年目を迎え

る。オートオークションの実績と店頭小売価格の実績を基本としているが、利用者

の利便性を高めるべく機能強化も図った。常に情報を収集しながらユーザー数増加

に努め、また、協会システム及び他社システムとも連携、協業を図り、積極的な発

展を行った。 

 

(5) 査定参考文献について 

「２０２２年版の査定ガイド」 

各自動車メーカーより新型車が相次ぎ発売されたが、車種やグレードを特定する

ために型式指定番号と類別区分番号を手がかかりとした情報をまとめて、すべての

車型を漏れなく収載した。また、仕様・装備品等も年々増加しており情報内容が複

雑化したことから購読者の関心の高い装備品欄をより判り易くまとめ、購読者の利

便性の向上を図った。輸入車についても国産車同様に情報内容の充実に努めた。 
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(6) JAAI-Net による情報提供及び利用会員増加対策の強化 

JAAI-Net による車種諸元情報、中古車価格情報の提供については、カーチェッ

クスの車両情報にも使用することから、より正確な情報を提供するように努めた。 

自動車メーカー、自動車関係団体、損害保険会社等に対して積極的に JAAI-Net
利用の呼びかけに努め、JAAI-Net 会員数は２０２２年度末で３８８企業、１，０７０ID
であった。 

 

 

３．査定協会職員による査定及び検査業務の適正な実施 

(1) 査定業務の適正な実施 

今年度の査定実績は、３０,３６４台となり、前年比１０１．０％となった。 

依頼目的別の集計では、「下取車」は３８２台で前年比８５．５％、「買取」について

は１,６４２台で前年比９９．０％であった。 

依頼先区分別に見ると、「販売店」からの査定依頼が７,０７２台で前年比８７．２％、

専業店は前年比 1０６．７％、一般ユーザーは前年比 1０５．８％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 車両状態証明事業（V-CON）の積極的な実施 

中古車の販売時に車両の状態を見やすく記載して、販売店が購入者に説明できる証

明書の発行業務を実施している。今年度の検査台数では１２６，９８５台（前年比９４．４％） 

査 定 実 績 
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となった。また、認定検査員制度は、販売店における検査の内製化を促進できるこ

とから、積極的に検査員の育成協力を行い、認定検査員試験において６４名が合格

した。 

 

(3) 中古車品質証明及び修復歴車判定業務の積極的な実施 

当協会では、中古自動車の価格評価以外に、「修復歴車に該当するか否か」の判断

を求められることが多くある。そのため、２００１年度から「車両状態確認証明書」

を発行してそのニーズに対応している。今年度においては、全国で３，６７３台（前年

比７８．５％）の証明書を発行し、修復歴車判定のニーズに対応した。 

 

(4) 商品中古自動車確認証明業務の適正な実施 

１９８６年度から実施している当業務は、販売事業者の経費節減の観点から自動車

販売事業者に浸透しており、今年度は１８０，２４０台（前年比１０３．５％）の申請であ

った。なお、全国の自動車販売店に還付された商品中古自動車の自動車税種別割の

減免金額は、約１６億１千６百万円となっている。 

 

(5) オークション出品車両及び車両評価の適正な検査の実施 

当協会では、オークション会場等から出品車両あるいは展示車両の検査業務を依

頼されており、厳正な姿勢で検査を実施している。今年度も、新車販売台数の低迷

の中ではあるが、３３，６８８台（前年比９０．２％）の検査を実施した。 

 

(6) 中古車輸出事業の海外へのＰＲと信頼される中古車輸出検査の実施 

今年度の輸出検査台数は２，５００台（前年比１４１．０％）であった。その内、モー

リシャスの検査台数は２，３７２台（前年比１４９．０％）、バングラデシュは１０９台（前

年比１０９．０％）となった。 

 

 

４．その他 

(1) 協会内システムの充実 

協会版カーチェックスについて支所の要望を収集し利便性の向上を図った。また、

その改善内容をディーラー版カーチェックスへ反映させ、販売店システムの向上を

図った。また、Web 会議システム、電子書簡システムを導入し、更に発展をさせ、

業務効率化及び経費削減にも一助になった。 
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(2) 協会職員の人材教育（経理担当者研修、査定・検査職員研修等） 

① 全国査定長会議の開催 

２０２３年１月２５日に全国査定長会議を開催した。主たる内容は、各分科会から

の活動報告及び、本部からの連絡を行った。 

 

② 新任査定長研修会の開催 

２０２３年１月２６日に新任査定長研修会を開催した。主たる内容は、現在までの

協会の歩みや各業務についての理解を深める研修を行った。また、外部講師による

「ハラスメントについて」をテーマとした研修を行った。 

 

③ 職員研修会の開催 

２０２３年３月８日に全国査定職員研修会を開催した。主たる内容は、電子車検証

の運用開始に伴う変更点及び、翌年度から運用を行う中古自動車査定制度運営規程

の変更などの研修を行った。また、外部講師による「分かりやすい話し方」、「ハラ

スメントについて」をテーマとした研修を行った。 

 

④ 経理担当者研修会の開催 

２０２３年２月８日に全国経理担当者研修会を開催した。主たる内容は、決算・予

算作成要領についての説明、及びインボイス制度の概要説明を行った。 

 

(3) 諸会議の効率的な開催 

諸会議の開催を効率的・効果的に進め経費及び時間の節減に努めた。 

また、新型コロナウイルス感染症予防から、移動と集合を控え、一部会議はオン

ラインで開催した。 

 

(4) 業務の効率的な実施による諸経費の削減 

業務全般に亘って効率的な遂行を目指し、経費及び時間の節減に努めた。 

 

(5) 関係諸官庁並びに自動車関係団体との緊密な連携と情報交換の実施 

関係諸官庁並びに関係団体との連携を密にして、指導と協力を仰ぎ、情報の交換、

資料の収集、社会経済情勢の把握に努め、事業の円滑な推進を図った。 

 

(6) 個人情報保護法等法令順守ヘの取組み 

２００５年より当協会は個人情報保護法に対応するため、「基本方針」、「保護規程」、
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「情報セキュリティ実施要領」を定めているが、今年度も査定士技能検定試験、査

定士管理、個別査定等の業務ごとに厳正に取り組むよう努めた。 
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第５７期に開催した主な会議、講習会等 

 

 

Ａ．理事会 

   第１８４回理事会（２０２２年６月７日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

    議 題 

    （1）２０２１年度(第５６期）事業報告書（案）の承認について 

    （2）２０２１年度(第５６期）計算書類等(案）の承認について 

    （3）事業報告書（案）・計算書類等（案）について監事からの監査報告 

及び承認について 

    （4）第１４６回定時評議員会の開催について 

    （5）理事会議長の順位決めについて 

    （6）理事の推薦、及び第１４６回評議員会への提案について 

    （7）第１８５回理事会の開催（案）について 

    （8）その他 （株）中古車流通支援センターの解散について 

 

   第１８５回理事会（２０２２年６月２８日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

    議 題 

    （1）代表理事等（理事長・専務理事）の選定について 

    （2）理事会議長の順位決めについて 

 

   第１８６回理事会（２０２３年３月２４日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

    議 題 

    （1）２０２３年度(第５８期）事業計画書(案）の承認について 

    （2）２０２３年度(第５８期）収支予算書（案）の承認について 

    （3）第１４７回定時評議員会の開催(案）について 

    （4）第１８７回理事会の開催(案）について 

 

Ｂ．評議員会 

   第１４６回評議員会（２０２２年６月２８日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 
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    議 題 

    （1）２０２１年度(第５６期）事業報告書について 

    （2）２０２１年度(第５６期）計算書類等(案）について 

    （3）事業報告書・計算書類等(案）について監事からの監査報告、 

       及び承認について 

    （4）評議員の交代に伴う選任について 

    （5）理事任期満了に伴う改選について 

    （6）廣澤孝夫前理事長に対する退任慰労金の支払いについて 

 

Ｃ．技能検定専門委員会 

   第１５０回技能検定専門委員会（２０２２年５月１６日） 

    議 題 

    （1）第７３回中古自動車査定士技能検定の試験問題について 

    （2）その他 

 

   第１５１回技能検定専門委員会（２０２２年７月１１日） 

    議 題 

    （1）第７３回中古自動車査定士技能検定試験の合否について 

    （2）その他 

 

   第１５２回技能検定専門委員会（２０２２年１１月１日） 

    議 題 

    （1）第７４回中古自動車査定士技能検定の試験問題について 

    （2）その他 

 

   第１５３回技能検定専門委員会（２０２３年１月１０日） 

    議 題 

    （1）第７４回中古自動車査定士技能検定試験の合否について 

    （2）その他 

 

Ｄ．査定基準価格専門委員会 

   第６１６回 ２０２２年 ４月１５日           於「東郷記念館」 

   第６１７回 ２０２２年 ５月２０日           於「東郷記念館」 

   第６１８回 ２０２２年 ６月１７日           於「東郷記念館」 
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   第６１９回 ２０２２年 ７月１５日           於「東郷記念館」 

   第６２０回 ２０２２年１０月２１日           於「東郷記念館」 

   第６２１回 ２０２２年１１月１８日           於「東郷記念館」 

   第６２２回 ２０２２年１２月１６日           於「東郷記念館」 

   第６２３回 ２０２３年 １月２０日           於「東郷記念館」 

   第６２４回 ２０２３年 ２月１７日           於「東郷記念館」 

   第６２５回 ２０２３年 ３月１６日           於「東郷記念館」 

 

Ｅ．輸出検査特別委員会 

   開催実績なし 

 

Ｆ．査定士技能検定試験 

   第７３回 ２０２２年 ６月１９日 小型  受験者数  ４，７００名 

        ２０２２年 ６月１５日 大型  受験者数  ９，１４５名 

   第７４回 ２０２２年１２月 ７日 小型  受験者数  ６，９９０名 

 
Ｇ．全国支所長会議 

   ２０２２年６月８日       於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   議 題 

   （1）２０２１年度(第５６期）事業報告について 

   （2）２０２１年度(第５６期）計算書類等について 

 

   ２０２３年３月１７日       於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   議 題 

   （1）２０２３年度(第５８期）事業計画(案）について 

   （2）２０２３年度(第５８期）予算の考え方について 

 

Ｈ．運営企画委員会 

   第２９０回運営企画委員会（２０２２年６月７日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   議 題 

   （1）２０２１年度(第５６期）事業報告書（案）について 

   （2）２０２１年度(第５６期）計算書類等(案）について 

   （3）２０２３年度中古自動車査定士技能検定試験実施日程について 
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   第２９１回運営企画委員会（２０２２年１１月２５日） 

於「ザ ロイヤルパークホテル アイコニック 東京汐留」 

   議 題 

   （1）２０２３年度(第５８期）事業計画(案）及び予算編成の考え方（案）について 

   （2）各分科会の審議状況・予定について 

 

   第２９２回運営企画委員会（２０２３年３月２４日） 

於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   議 題 

   （1）２０２３年度(第５８期）事業計画(案）及び収支予算書(案）について 

   （2）２０２３年度(第５８期）各分科会の進め方について 

 

Ｉ．全国査定長会議 

   ２０２３年１月２５日          於「東京ベイ 有明ワシントンホテル」 

   議 題 

   （1）各分科会からの報告 

   （2）ハラスメント防止研修 

 

Ｊ．運営企画部会 

   ２０２２年 ６月 ７日      於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

   ２０２２年１１月２５日  於「ザ ロイヤルパークホテル アイコニック 東京汐留」 

   ２０２３年 ３月２４日      於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

 

Ｋ．査定実務分科会 

   ２０２２年 ４月 ６日 （第１回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年 ７月 ５日 （第２回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年 ８月２９日 （第３回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年 ９月２１日 （第４回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年１１月１５日～１６日 （第５回） 於「本部会議室」 

   ２０２３年 １月１６日～１７日 （第６回） 於「本部会議室」 

   ２０２３年 ２月 ６日～ ７日 （第７回） 於「本部会議室」 
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Ｌ．教材分科会 

   ２０２２年 ５月１０日～１１日 （第１回） 於「本部会議室」 

   ２０２２年 ６月２８日～２９日 （第２回） 於「本部会議室」 

   ２０２２年 ８月２３日～２４日 （第３回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年 ９月２７日～２８日 （第４回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年１１月 ９日～１０日 （第５回） 於「本部会議室」 

   ２０２２年１２月２０日～２１日 （第６回） 於「本部会議室」 

   ２０２３年 ２月 １日 （臨 時） 於「東洋レコーディング」 

   ２０２３年 ３月２８日～２９日 （第７回） 於「本部会議室」 

 

Ｍ．査定基準価格分科会 

   ２０２２年 ４月 ４日 （第１回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年 ５月３１日 （第２回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年 ６月３０日～ ７月 １日 （第３回） 於「本部会議室」 

   ２０２２年 ８月 ２日 （第４回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年 ９月 １日 （第５回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年１０月 ４日～ ５日 （第６回） 於「本部会議室」 

   ２０２２年１１月 １日 （第７回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２２年１２月 １日～ ２日 （第８回） 於「本部会議室」 

   ２０２３年 ２月 １日 （第９回） 「ＷＥＢ会議」 

   ２０２３年 ３月 １日 （第１０回） 「ＷＥＢ会議」 

 

Ｎ．輸出検査実務分科会 

   開催実績なし 

 

Ｏ．Ｖ－ＣＯＮ推進分科会 

   ２０２２年 ４月１８日～１９日 （第１回） 於「本部会議室」 

   ２０２２年 ７月１２日～１３日 （第２回） 於「本部会議室」 

   ２０２２年１１月２１日～２２日 （第３回） 於「三重」 

   ２０２３年 １月１２日～１３日 （第４回） 於「本部会議室」 

   ２０２３年 ３月１３日～１４日 （第５回） 於「本部会議室」 

 

Ｐ．システム分科会 

   ２０２３年 ３月 ２日～ ３日 （第１回） 於「本部会議室」 
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Ｑ．職員の研修会 

   (1) 全国査定職員研修会 

     ２０２３年 ３月 ８日 於「東京ベイ 有明ワシントンホテル」 

 

   (2) 全国経理担当者研修会 

     ２０２３年 ２月 ８日 於「東京グランドホテル」 

 

   (3) Ｖ-ＣＯＮ本部研修・資格試験 

     ２０２２年 ６月 ８日  「ＷＥＢ開催」 

     ２０２２年 ９月１４日  「ＷＥＢ開催」 

     ２０２２年１２月 ８日  「ＷＥＢ開催」 

     ２０２３年 ３月１７日  「ＷＥＢ開催」 

 

   (4) 新任事務長研修会 

     ２０２２年 ９月１２日 於「ザ・グラン銀座」 

 

   (5) 新任査定長研修会 

     ２０２３年 １月２６日 於「東京ベイ 有明ワシントンホテル」 

 

Ｒ．コンテスト全国大会関連 

   第１０回中古自動車査定士技能コンテスト全国大会 正副委員長会議 

    ２０２２年 ９月１３日 

                  於「イイノホール＆カンファレンスセンター」 

 

Ｓ．その他 

   第５７期に作成した主な出版物 

      『査定ガイド』      （２０２２年版） 

 

 

 


